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午前9時から 9時 10分まで

※シェイクアウ ト訓練とは、地震の揺れから身を守ることを目的とした

そ の場 で で き る 防災訓練です。津波浸水想定区域内で強い揺れを感

じたら、先ず身の安全を確保 し、その後に津波に備えま しょう。

冒分問め訓練で3つ の安全確保行動を身につけましょう
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津波災害に備え、家庭や職場でできる
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防災情報の確認

避難場所・ 経路の確認
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1 副‖練 前 日まで の準 備

日頃の備えについて学 ls~tた め、ふじさわ防災すビ～みんなの防災・

オーダーメイ ドの災害対応編～を一読 しましょう。

2 訓練当日にすること

0周 囲 の 状況 を よ <確 認 し、 割‖練 を実 施 して くだ さ い。

・ 周 囲 に人 が い る場 合 はマ ス クの 着 用 や 手 指 の 消毒 な ど、新 型 コ ロナ ウ イル ス

感 染 症 防止 対 策 の徹底 を お願 い いた しま す。

【訓練参力0自 治町 内会】一本会・ ―照会・ 苅田・ 鵠沼海岸 (一 、二、四、五)丁 目・ 鵠沼

海岸中央・ 鵠沼パークハウス・ 鵠沼藤が谷会・ 鵠南みどり会・ 五友会・ サンピーチ鵠沼

・ 松桜会 ◆松風会・青松・ 東鵠睦会 0ニ コニコ・ 原・ 堀川郷反会・ 松枢会 0松 浪会 ◆柳小路・

主 催 藤沢市 防災安全部 危機管理課

連絡先 0466-25-1111(内)2447

8:45防 災行政無線により31練実施に係る事
‐
前広報|:

「 本 日、午前 90寺 から、訓1練 を行います。その際に大津波警報のサイレン

が流れます。 J

9:00 震度 6強 の地震発生 (訓 練開始の放送・サイレンの吹鴫はなし)

「 これ か ら、 副‖練 を行 いま す 。地 震 発生。 身 の安 全 を確 保 して <だ さ い。

1分 間の安 全 確保 行 動 を と つて くだ さ い。 」

(1)シエイクアウト調練

その場で 1分 間、 3つ の安全確保

※「 姿勢 を儀 くす る、 しゃが む」→「 頭や身体 を守 る」

→「 揺れがおさま るまで動かず待 つ」

9,03 大津波警報発令 (サ イレン吹鴫 )

サ イ レ ン 。・ 。「 これ は訓 練 で す。ただ いま、大 津波 警 報 が発 表 され 讀 した。」

(2)プラスワンの取組み

・ シ ェイ ク ア ウ ト訓 練 の 後 に、

の 訓練 で す 。

参加者が自主的に行うプラスアルフア

・ 津波に備 え、家庭や職場で取組みを実践 してみま しょう。

※今年度は避難を実際に行う訓練を行いません。プラスワンの取り組みをそれぞ

れ考えて実施 して <だ さい。津波避難に関する基本的な事項を確認 しましょう。

プラスワンの取組み例

・ ハザー ドマ ップや津波浸水想定区域、

な どの確認

・ 避難場所や避難経路 を確認

・ 津波避難時の持ち出 し品の確認

・ 市ホームページ「 防災」の確認

地 域 で 作成 した 避 難 マ ップ

9:10 大津波警報解除及び訓練終了の放送。

「 これ は訓 練 で す。 発 表 され て い た 大津 波 警 報 は解 除 さ れ ま した 。

本 日の訓練 は終 了 し讀す。 」

よつば会・ ユアサハイム鵠沼海岸


